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研究概嬰
医学生物学の研究はゲノム解読の時代からポスト
ゲノムの時代に入り， 分子レベルの研究は「プロテ
オームJ解析にその中心が移りつつある.よそデ、ル生物 
Saccharomyces cerevisiaeのゲノム解説は， 1996年，真核
生物としては， 他の生物種に先駆けて最も早く完了し
ており， 近年， 病原酵母 Candidaalbicans，Cryptococcω 
nerformansなどiこついても， それらのゲノム鱗設が完了
している.我々は，このような状況を踏まえ，
菌のプロテオ…ム解析を行って?分子レベルでの分類系
統学的な検討，病原因子の作用機構の解析， また， 1"ゲ
ノム・プ口テオーム創薬」を目指して 抗真蘭剤の開発F
及ぴ作用機作の解析等に本手法を活用するため， まず，
手始めにC.ne~βrmans を用いて各種培養条件での比較ブ
口テオ…ム解析などの検討を目的とする. 
C.ne~βrmans の細胞盤，爽膜は極めて厚くて強聞なこ
とが知られている.本商の各培養条件によっては，細胞
全体を破砕すること自体も，大変難かしく，通常の破昨
条件では，細胞内タンパク質の回収率も秘めて低いこと
が判明した.そこで，種々の破砕法，破砕条件について 
検討し， 本実験計聞に最適なプ口トコ…ルを作成した.
一方， C.neoβrmans細胞破砕抽出液を用いて，二次元電
気泳動， タンパク質スポットの解析F アミノ酸配列解
析，質量分析，ヂータベースでの検索，問定などの解析
を進めている.今後， C.nerformansでのプロトコールを
他病原真閣のプロテオ…ム解析にも応用して広げて行き 
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